
  変更前
（　　略　　）

　　　　５－２　法第４章の特別の措置を
　　　　　　　　適用して行う事業
　　　　　　「Ａ０８０１　補助金で整備
　　　　　　された公立学校の廃校校舎等
　　　　　　の転用の弾力化」
　　　　　　　芸術文化に親しみ学ぶ場と
　　　　　　機会、また、国際交流により
　　　　　　外国の文化と触れ合うなどの
　　　　　　場と機会を提供するため、平
　　　　　　成１７年３月に閉校となった
　　　　　　大明小学校跡施設を地元の有
　　　　　　志で構成する団体に無償貸与
　　　　　　して、協働により以下のよう
　　　　　　な事業を展開し、芸術文化を
　　　　　　基盤とした地域コミュニティ
　　　　　　の再生を図るとともに、豊島
　　　　　　区基本構想が掲げる「多くの
　　　　　　人々が共に創りあげる文化の
　　　　　　まち」の裾野を拡大する。
　　　　　　○区民が主体的に文化芸術活
　　　　　　　動を行っていけるよう､｢に
　　　　　　　しすがも創造舎」と連携し、
　　　　　　　アーティストを招聘するな
　　　　　　　どして、講演会やワークシ
　　　　　　　ョップを開催し、アーティ
　　　　　　　ストと区民が直接交流し、
　　　　　　　区民が文化芸術に親しみ学
　　　　　　　ぶ場と機会を整備する。

　　　　　　○在住外国人を含めた区民一
　　　　　　　般を対象として、お正月遊
　　　　　　　びなど日本文化、郷土の芸
　　　　　　　能等を地域に住む高齢者か
　　　　　　　ら親子で学ぶ、古きよき時
　　　　　　　代の良質の映画を親子で鑑
　　　　　　　賞するなどのイベント、ま
　　　　　　　た、民族舞踊・民族音楽の
　　　　　　　コンサート、民族料理教室
　　　　　　　等の国際交流イベントを開
　　　　　　　催することによって、異世
　　　　　　　代間、異文化間の交流を行
　　　　　　　う。
          【　支援措置の適用条件　】
　       　(1)　廃校校舎等の設置者であ
                る地方公共団体において、
                地域再生計画を作成し、
                内閣総理大臣の認定を申
                請すること
　　　　        廃校校舎等の設置者であ
              る豊島区において、平成17
　　　　　　　年７月１９日付けで認定を
　　　　　　　受けた地域再生計画の一部
　　　　　　　を変更し、内閣総理大臣の
　　　　　　　認定を申請する。

新旧対



           (2)　廃校校舎等を利用して実
                施される事業が「地域再
                生基本方針」に定める地
                域再生の意義及び目的に
                合致するものであること
                （民間事業者に対して廃
                校校舎等を貸与する場合
                にあっては、民間事業者
                と地方公共団体が連携協
                力して進める事業内容で
                あること）
              ①　地域再生の意義
                  地域再生の対象とした
                旧大明小学校が位置する
                池袋・西池袋地区はター
                ミナル駅池袋駅西側周辺
                の繁華街の後背地とも言
                える住宅密集地域であり、
                古い商店街が軒を連ねて
                いるものの、道路は狭く、
                また、ワンルームマンシ
                ョンの増加や外国人の流
                入により相互扶助を基調
                とした地域コミュニティ
                が弱体化してきている。
                  中でも、外国人につい
                ては、当該地域の登録者
                は３,４６４人(平成１７
                年８月１日現在）を数え、
                同地域の総人口に占める
                割合は１１．０％と、豊
                島区の平均の６．２％を
                大きく上回り、池袋・西
                池袋地区のまちの特色と
                もなっている。
　　　　　　　　　今日、地域における人
　　　　　　　　と人、人と社会の繋がり
　　　　　　　　や心の触合いが薄れてき
　　　　　　　　ていることは、多くの人
　　　　　　　　たちが実感しているとこ
　　　　　　　　ろである。しかし、地域
　　　　　　　　の繋がりが薄れている反
　　　　　　　　面、地域に対する興味は
　　　　　　　　決して薄れているわけで
　　　　　　　　はなく、被災地の復興を
　　　　　　　　支援するボランティアの
　　　　　　　　活躍に象徴されるように、
　　　　　　　　地域での社会活動に参加
　　　　　　　　したい、あるいは自分た
　　　　　　　　ちが住み続けたい地域づ
　　　　　　　　くりへの取組みを深めよ
　　　　　　　　うという希望を持つ人た
　　　　　　　　ちが多く潜在しているの
　　　　　　　　も事実である。
　　　　　　　　　特に当該地区は、都市
　　　　　　　　計画道路補助１７２号線、
　　　　　　　　補助１７３号線の整備が
　　　　　　　　始まり、まちが大きく変
　　　　　　　　わろうとしている今、地
　　　　　　　　域におけるまちづくりの
　　　　　　　　機運も高まってきている。



　　　　　　　　　また、いわゆる団塊の
　　　　　　　　世代が地域社会に戻る数
　　　　　　　　年後には、地域再生に必
　　　　　　　　要なマンパワーの確保が
　　　　　　　　容易になる背景もある。

　　　　　　　　　その中で、当該地域の
　　　　　　　　まちの有志が、地域から
　　　　　　　　愛され親しまれてきたも
　　　　　　　　のの、統合により閉校と
　　　　　　　　なった旧大明小学校にお
　　　　　　　　いて、引き続き地域の活
　　　　　　　　動を行うため、「大明小
　　　　　　　　学校跡施設運営協議会（
　　　　　　　　ＮＰＯ法人格取得申請中
　　　　　　　　（法人名：特定非営利活
　　　　　　　　動法人いけぶくろ　大明
　　　　　　　　））」を結成した。同協
　　　　　　　　議会は区に対し、協議会
　　　　　　　　自らが当該施設の管理・
　　　　　　　　運営を行い、地域の団体
　　　　　　　　などへ施設開放事業を行
　　　　　　　　うことを中心に、文化・
　　　　　　　　芸術や生涯学習、スポー
　　　　　　　　ツ等の講習会、ワーク
　　　　　　　　ショップ、まちづくりイ
　　　　　　　　ベントを実施するなど、
　　　　　　　　様々な事業を展開する中
　　　　　　　　で、地域のまちづくりを
　　　　　　　　実現していくことを提案
　　　　　　　　するに至った。

　　　　　　　　　この提案は、地域の人
　　　　　　　　たちが、今までの施設の
　　　　　　　　利用者としての立場から
　　　　　　　　一歩踏み出し、自らが施
　　　　　　　　設の運営管理を担うとい
　　　　　　　　う視点に立ち、主体的に
　　　　　　　　まちづくりに取り組むと
　　　　　　　　いう姿勢の下、新たな事
　　　　　　　　業を積極的に展開するこ
　　　　　　　　とにより新たな利用者と
　　　　　　　　の幅広い交流を実現する
　　　　　　　　ものである。親子で参加
　　　　　　　　できる事業や、地域に住
　　　　　　　　む外国人との交流事業は
　　　　　　　　異年齢、異文化との出会
　　　　　　　　いを可能にする。これは、
　　　　　　　　区が基本計画の中で掲げ
　　　　　　　　た「多くの人々が共に創
　　　　　　　　りあげる文化のまち」に
　　　　　　　　適うものである。そして、
　　　　　　　　このことにより、区だけ
　　　　　　　　では実現できないきめ細
　　　　　　　　かいサービスの提供を行
　　　　　　　　う中で施設の魅力を生み
　　　　　　　　出し、多くの人々が集い、
　　　　　　　　新たな繋がりが生まれ、



　　　　　　　　地域コミュニティを再生
　　　　　　　　させようとするものであ
　　　　　　　　る。さらに、こうした活
　　　　　　　　動を通して、地域のブラ
　　　　　　　　ンドが創り出され、「何
　　　　　　　　か面白いことがある」ま
　　　　　　　　ちへと変身を果たすこと
　　　　　　　　への期待も膨らむのであ
　　　　　　　　る。
　　　　　　　　　区は、このような地域
　　　　　　　　住民の自主的な活動を支
　　　　　　　　援するため、これら地域
　　　　　　　　の人たちに活動の場を提
　　　　　　　　供し、区が現在進めてい
　　　　　　　　る文化芸術創造都市の形
　　　　　　　　成「としまアートキャン
　　　　　　　　パス」計画をベースに、
　　　　　　　　同施設を拠点とした地域
　　　　　　　　の人たちとの協働による
　　　　　　　　事業を展開していくこと
　　　　　　　　とした。
　　　　　　　　　この計画は、地域住民
　　　　　　　　の文化芸術や生涯学習等
　　　　　　　　の自主的な活動の上に成
　　　　　　　　り立つ人と人との繋がり
　　　　　　　　を地域力として結集する
　　　　　　　　ことにより、地域のコミ
　　　　　　　　ュニティの再生を図り、
　　　　　　　　さらに地域防災や環境浄
　　　　　　　　化などへの地域の取組み
　　　　　　　　を活発化させるという点
　　　　　　　　で大きな意義を持つもの
　　　　　　　　である。
　　　　　　　②　地域再生の目的
　　　　　　　　　文化芸術創造都市の形
　　　　　　　　成を実現するため、区民
　　　　　　　　主体の活動拠点を整備す
　　　　　　　　ることについて、以下の
　　　　　　　　取組みを行う。
　　　　　　　　ⅰ　交流施設の整備
　　　　　　　　　　少子化の進展に伴う
　　　　　　　　　統廃合により平成１７
　　　　　　　　　年３月に閉校となった
　　　　　　　　　学校跡施設（旧大明小
　　　　　　　　　学校）を文化芸術団体
　　　　　　　　　や生涯学習団体等が活
　　　　　　　　　動し交流する施設に転
　　　　　　　　　用し、地域コミュニテ
　　　　　　　　　ィ再生の拠点とする。
　　　　　　　　　当該施設は地域住民が
　　　　　　　　　組織する団体（大明小
　　　　　　　　　学校跡施設運営協議会）
　　　　　　　　　に区が無償貸与し、当
　　　　　　　　　該団体がこれを自主管
　　　　　　　　　理・自主運営を行う。
　　　　　　　　　◎　当該交流施設を活
　　　　　　　　　　用し、活動場所の提
　　　　　　　　　　供を行うことにより、
　　　　　　　　　　利用する団体は年間
　　　　　　　　　　120団体、60,000人
　　　　　　　　　　を見込む。



　　　　　　　　　◎　当該地域に外国人
　　　　　　　　　　居住者が多いという
　　　　　　　　　　特性を活かし、在住
　　　　　　　　　　外国人を含めた区民
　　　　　　　　　　一般を対象する国際
　　　　　　　　　　交流イベント等を開
　　　　　　　　　　催することにより、
　　　　　　　　　　年間2，500人が異年
　　　　　　　　　　齢間、異文化間の交
　　　　　　　　　　流を行う。

　　　　　　　　　◎　池袋駅周辺繁華街
　　　　　　　　　　で開催されるイベン
　　　　　　　　　　トと連携し、バック
　　　　　　　　　　スペースとしての会
　　　　　　　　　　場を提供し、また、
　　　　　　　　　　利用者登録団体から
　　　　　　　　　　イベントへの参加者
　　　　　　　　　　を斡旋し、さらに地
　　　　　　　　　　域の住民にイベント
　　　　　　　　　　の周知を行うなどの
　　　　　　　　　　支援により、賑わう
　　　　　　　　　　まちの面的拡大を図
　　　　　　　　　　る。

　　　　　　　　　◎　区民が主体的に文
　　　　　　　　　　化芸術活動を行って
　　　　　　　　　　いけるよう、にしす
　　　　　　　　　　がも創造舎（旧朝日
　　　　　　　　　　中学校）と連携し、
　　　　　　　　　　講演会やワークショ
　　　　　　　　　　ップを開催するなど、
　　　　　　　　　　区民とアーティスト
　　　　　　　　　　が直接交流して文化
　　　　　　　　　　芸術に親しむ機会を
　　　　　　　　　　増やし、「多くの人
　　　　　　　　　　々が共に創りあげる
　　　　　　　　　　文化のまち」の裾野
　　　　　　　　　　を拡大する。
　　　　　　　　ⅱ　事業推進者の人材育
　　　　　　　　　　成
　　　　　　　　　　　大明小学校跡施設
　　　　　　　　　　を管理・運営する大
　　　　　　　　　　明小学校跡施設運営
　　　　　　　　　　協議会が、当該施設
　　　　　　　　　　を拠点として活動す
　　　　　　　　　　る文化芸術団体、生
　　　　　　　　　　涯学習団体等や地域
　　　　　　　　　　の人たちとの交流事
　　　　　　　　　　業、親子で参加でき
　　　　　　　　　　る異世代交流事業や
　　　　　　　　　　在住外国人との交流
　　　　　　　　　　事業等の企画、実施
　　　　　　　　　　を通して、自らが成
　　　　　　　　　　長し、事業推進者を
　　　　　　　　　　発掘し育て、さらな
　　　　　　　　　　る事業の担い手の育
　　　　　　　　　　成を図る。
　　　　　　　　ⅲ　モデルケースとして
　　　　　　　　　　の他地域への伝播



　　　　　　　　　　　まちづくりの一つ
　　　　　　　　　　の手法として、他の
　　　　　　　　　　地域にも当該地域再
　　　　　　　　　　生計画のノウハウを
　　　　　　　　　　応用していく予定で
　　　　　　　　　　ある。
　　　　　　　③　民間事業者と地方公共
　　　　　　　　　団体が連携協力して進
　　　　　　　　　める事業内容であるこ
　　　　　　　　　と

　　　　　　　　　豊島区では、地域全体
　　　　　　　　を「文化特区」と位置づ
　　　　　　　　け、区内のそれぞれの地
　　　　　　　　域において、多様な主体
　　　　　　　　による創造的な文化活動
　　　　　　　　が活発に行われ、それが
　　　　　　　　区民に享受されるととも
　　　　　　　　に、まちづくりや産業、
　　　　　　　　福祉、教育、環境、青少
　　　　　　　　年育成など諸分野の施策
　　　　　　　　とも結びついて、豊島区
　　　　　　　　全体が活力をもって発展
　　　　　　　　していく、「文化芸術創
　　　　　　　　造都市」の実現を目的と
　　　　　　　　している。

　　　　　　　　　そのため、大明小学校
　　　　　　　　跡施設を芸術文化創造活
　　　　　　　　動、生涯学習活動並びに
　　　　　　　　地域コミュニティ再生の
　　　　　　　　輪を広げていくための拠
　　　　　　　　点と位置づけ、大明小学
　　　　　　　　校跡施設運営協議会へ無
　　　　　　　　償貸与したうえで、当該
　　　　　　　　跡施設の自主的な管理運
　　　　　　　　営を委ねる。
　　　　　　　　　区は、ここへ至るまで
　　　　　　　　の間、同協議会と話合い
　　　　　　　　を重ねながら、大明小学
　　　　　　　　校跡施設を拠点としたプ
　　　　　　　　ロジェクトの骨組みづく
　　　　　　　　りを行ってきた。これか
　　　　　　　　らも、同跡施設の事業計
　　　　　　　　画の立案、事業の実施に
　　　　　　　　当たって、同協議会の要
　　　　　　　　請に基づき職員を派遣し、
　　　　　　　　指導、助言を行っていく。

                  また、賑わう街の面的
　　　　　　　　拡大を図るため、池袋駅
　　　　　　　　周辺繁華街で開催される
　　　　　　　　イベントの拠点の確保、
　　　　　　　　道路の使用手続きを行う
　　　　　　　　など周辺公共施設ほか公
　　　　　　　　的機関、関連機関との調
　　　　　　　　整を積極的に行い、事業
　　　　　　　　が円滑に進むよう積極的
　　　　　　　　に支援を行っていく。



           (3)　地域再生の観点から実施
　　　　　　　　される事業の効率的な実
　　　　　　　　施に当たり、廃校校舎等
　　　　　　　　の利用が必要であること

　　　　　　　　地域の団体が文化芸術を
　　　　　　　初めとする生涯学習活動や
　　　　　　　奉仕活動等を行うための場
　　　　　　　として学校校舎の各室は適
　　　　　　　当な大きさであり、体育館
　　　　　　　はスポーツや大規模な演劇
　　　　　　　の稽古の、防音の施された
　　　　　　　オーディオルームや工作機
　　　　　　　械の揃った図工室等特別教
　　　　　　　室は文化芸術活動の場とし
　　　　　　　て適している。
　　　　　　　　さらに、地域住民や利用
　　　　　　　者団体等が集い、表現、学
　　　　　　　習、交流しながら地域文化
　　　　　　　を創造する空間としては、
　　　　　　　学びの場であり、地域コミ
　　　　　　　ュニティの拠り所であった
　　　　　　　学校施設は最適な場所であ
　　　　　　　る。
　　　　　　　　旧大明小学校は、災害時
　　　　　　　に地域の救援センターとし
　　　　　　　て周辺６町会（池袋三業町
　　　　　　　会・池袋二丁目恵比寿町会
　　　　　　　・池袋仲町会・池袋二丁目
　　　　　　　南町会・池袋三丁目北町会
　　　　　　　・池袋三丁目親交町会）の
　　　　　　　避難所にもなる、そして、
　　　　　　　都市計画道路予定地から至
　　　　　　　近の距離にあり、今後のハ
　　　　　　　ード整備の面からのまちづ
　　　　　　　くり活動の拠点となり得る
　　　　　　　ことから、これからのまち
　　　　　　　の在り方を考えていく上で
　　　　　　　も重要な拠点となる場所と
　　　　　　　言える。
                また、当該大明小学校跡
              施設では、地元町会と協力
              ・連携したイベントの開催
              など、施設のスペースを有
              効活用した交流事業等の実
              施によって、地域コミュニ
              ティの活性化に向けた効率
              的な取組みが可能となる。
                したがって、地域再生の
              観点から実施される事業の
              効率的な実施には欠かせな
              いものである。
           (4)　同一地方公共団体におけ
                る無償による転用である
                こと又は他の地方公共団
                体若しくは民間事業者に
                対して廃校校舎を無償貸
                与すること



　　            廃校校舎を文化芸術創造
              ・地域コミュニティ再生の
              拠点として、大明小学校跡
              施設運営協議会に無償貸与
              するものである。

　　            なお、経費については、
              光熱水費を初めとする施設
              管理維持経費と事業運営費
　　　　　　　を上記団体が利用者及び同
　　　　　　　団体の自己負担により賄う
　　　　　　　ものとする。

　　　　５－３　その他の事業
（　　略　　）



  変更後　（　　■　部を変更する。　）
（　　略　　）

　　　　５－２　法第４章の特別の措置を
　　　　　　　　適用して行う事業
　　　　　　「Ａ０８０１　補助金で整備
　　　　　　された公立学校の廃校校舎等
　　　　　　の転用の弾力化」
　　　　　　　芸術文化に親しみ学ぶ場と
　　　　　　機会、また、国際交流により
　　　　　　外国の文化と触れ合うなどの
　　　　　　場と機会を提供するため、平
　　　　　　成１７年３月に閉校となった
　　　　　　大明小学校跡施設を地元の有
　　　　　　志で構成する団体に無償貸与
　　　　　　して、協働により以下のよう
　　　　　　な事業を展開し、芸術文化を
　　　　　　基盤とした地域コミュニティ
　　　　　　の再生を図るとともに、豊島
　　　　　　区基本構想が掲げる「多くの
　　　　　　人々が共に創りあげる文化の
　　　　　　まち」の裾野を拡大する。
　　　　　　○区民が主体的に文化芸術活
　　　　　　　動を行っていけるよう､｢に
　　　　　　　しすがも創造舎」と連携し、
　　　　　　　アーティストを招聘するな
　　　　　　　どして、講演会やワークシ
　　　　　　　ョップを開催し、アーティ
　　　　　　　ストと区民が直接交流し、
　　　　　　　区民が文化芸術に親しみ学
　　　　　　　ぶ場と機会を整備する。

　　　　　　○在住外国人を含めた区民一
　　　　　　　般を対象として、お正月遊
　　　　　　　びなど日本文化、郷土の芸
　　　　　　　能等を地域に住む高齢者か
　　　　　　　ら親子で学ぶ、古きよき時
　　　　　　　代の良質の映画を親子で鑑
　　　　　　　賞するなどのイベント、ま
　　　　　　　た、民族舞踊・民族音楽の
　　　　　　　コンサート、民族料理教室
　　　　　　　等の国際交流イベントを開
　　　　　　　催することによって、異世
　　　　　　　代間、異文化間の交流を行
　　　　　　　う。
          【　支援措置の適用条件　】
　       　(1)　廃校校舎等の設置者であ
                る地方公共団体において、
                地域再生計画を作成し、
                内閣総理大臣の認定を申
                請すること
　　　　        廃校校舎等の設置者であ
              る豊島区において、平成17
　　　　　　　年７月１９日付けで認定を
　　　　　　　受けた地域再生計画の一部
　　　　　　　を変更し、内閣総理大臣の
　　　　　　　認定を申請する。

対照表



           (2)　廃校校舎等を利用して実
                施される事業が「地域再
                生基本方針」に定める地
                域再生の意義及び目的に
                合致するものであること
                （民間事業者に対して廃
                校校舎等を貸与する場合
                にあっては、民間事業者
                と地方公共団体が連携協
                力して進める事業内容で
                あること）
              ①　地域再生の意義
                  地域再生の対象とした
                旧大明小学校が位置する
                池袋・西池袋地区はター
                ミナル駅池袋駅西側周辺
                の繁華街の後背地とも言
                える住宅密集地域であり、
                古い商店街が軒を連ねて
                いるものの、道路は狭く、
                また、ワンルームマンシ
                ョンの増加や外国人の流
                入により相互扶助を基調
                とした地域コミュニティ
                が弱体化してきている。
                  中でも、外国人につい
                ては、当該地域の登録者
                は３,４６４人(平成１７
                年８月１日現在）を数え、
                同地域の総人口に占める
                割合は１１．０％と、豊
                島区の平均の６．２％を
                大きく上回り、池袋・西
                池袋地区のまちの特色と
                もなっている。
　　　　　　　　　今日、地域における人
　　　　　　　　と人、人と社会の繋がり
　　　　　　　　や心の触合いが薄れてき
　　　　　　　　ていることは、多くの人
　　　　　　　　たちが実感しているとこ
　　　　　　　　ろである。しかし、地域
　　　　　　　　の繋がりが薄れている反
　　　　　　　　面、地域に対する興味は
　　　　　　　　決して薄れているわけで
　　　　　　　　はなく、被災地の復興を
　　　　　　　　支援するボランティアの
　　　　　　　　活躍に象徴されるように、
　　　　　　　　地域での社会活動に参加
　　　　　　　　したい、あるいは自分た
　　　　　　　　ちが住み続けたい地域づ
　　　　　　　　くりへの取組みを深めよ
　　　　　　　　うという希望を持つ人た
　　　　　　　　ちが多く潜在しているの
　　　　　　　　も事実である。
　　　　　　　　　特に当該地区は、都市
　　　　　　　　計画道路補助１７２号線、
　　　　　　　　補助１７３号線の整備が
　　　　　　　　始まり、まちが大きく変
　　　　　　　　わろうとしている今、地
　　　　　　　　域におけるまちづくりの
　　　　　　　　機運も高まってきている。



　　　　　　　　　また、いわゆる団塊の
　　　　　　　　世代が地域社会に戻る数
　　　　　　　　年後には、地域再生に必
　　　　　　　　要なマンパワーの確保が
　　　　　　　　容易になる背景もある。

　　　　　　　　　その中で、当該地域の
　　　　　　　　まちの有志が、地域から
　　　　　　　　愛され親しまれてきたも
　　　　　　　　のの、統合により閉校と
　　　　　　　　なった旧大明小学校にお
　　　　　　　　いて、引き続き地域の活
　　　　　　　　動を行うため、「大明小
　　　　　　　　学校跡施設運営協議会（
　　　　　　　　平成１７年１１月２４日
　　　　　　　　ＮＰＯ法人格取得（法人
　　　　　　　　名：特定非営利活動法人
　　　　　　　　いけぶくろ　大明））」
　　　　　　　　（以下「ＮＰＯ法人いけ
　　　　　　　　ぶくろ大明」という。）
　　　　　　　　を結成した。同法人は区
　　　　　　　　に対し、法人自らが当該
　　　　　　　　施設の管理・運営を行い、
　　　　　　　　地域の団体などへ施設開
　　　　　　　　放事業を行うことを中心
　　　　　　　　に、文化・芸術や生涯学
　　　　　　　　習、スポーツ等の講習会、
　　　　　　　　ワークショップ、まちづ
　　　　　　　　くりイベントを実施する
　　　　　　　　など、様々な事業を展開
　　　　　　　　する中で、地域のまちづ
　　　　　　　　くりを実現していくこと
　　　　　　　　を提案するに至った。
　　　　　　　　　この提案は、地域の人
　　　　　　　　たちが、今までの施設の
　　　　　　　　利用者としての立場から
　　　　　　　　一歩踏み出し、自らが施
　　　　　　　　設の運営管理を担うとい
　　　　　　　　う視点に立ち、主体的に
　　　　　　　　まちづくりに取り組むと
　　　　　　　　いう姿勢の下、新たな事
　　　　　　　　業を積極的に展開するこ
　　　　　　　　とにより新たな利用者と
　　　　　　　　の幅広い交流を実現する
　　　　　　　　ものである。親子で参加
　　　　　　　　できる事業や、地域に住
　　　　　　　　む外国人との交流事業は
　　　　　　　　異年齢、異文化との出会
　　　　　　　　いを可能にする。これは、
　　　　　　　　区が基本計画の中で掲げ
　　　　　　　　た「多くの人々が共に創
　　　　　　　　りあげる文化のまち」に
　　　　　　　　適うものである。そして、
　　　　　　　　このことにより、区だけ
　　　　　　　　では実現できないきめ細
　　　　　　　　かいサービスの提供を行
　　　　　　　　う中で施設の魅力を生み
　　　　　　　　出し、多くの人々が集い、
　　　　　　　　新たな繋がりが生まれ、



　　　　　　　　地域コミュニティを再生
　　　　　　　　させようとするものであ
　　　　　　　　る。さらに、こうした活
　　　　　　　　動を通して、地域のブラ
　　　　　　　　ンドが創り出され、「何
　　　　　　　　か面白いことがある」ま
　　　　　　　　ちへと変身を果たすこと
　　　　　　　　への期待も膨らむのであ
　　　　　　　　る。
　　　　　　　　　区は、このような地域
　　　　　　　　住民の自主的な活動を支
　　　　　　　　援するため、これら地域
　　　　　　　　の人たちに活動の場を提
　　　　　　　　供し、区が現在進めてい
　　　　　　　　る文化芸術創造都市の形
　　　　　　　　成「としまアートキャン
　　　　　　　　パス」計画をベースに、
　　　　　　　　同施設を拠点とした地域
　　　　　　　　の人たちとの協働による
　　　　　　　　事業を展開していくこと
　　　　　　　　とした。
　　　　　　　　　この計画は、地域住民
　　　　　　　　の文化芸術や生涯学習等
　　　　　　　　の自主的な活動の上に成
　　　　　　　　り立つ人と人との繋がり
　　　　　　　　を地域力として結集する
　　　　　　　　ことにより、地域のコミ
　　　　　　　　ュニティの再生を図り、
　　　　　　　　さらに地域防災や環境浄
　　　　　　　　化などへの地域の取組み
　　　　　　　　を活発化させるという点
　　　　　　　　で大きな意義を持つもの
　　　　　　　　である。
　　　　　　　②　地域再生の目的
　　　　　　　　　文化芸術創造都市の形
　　　　　　　　成を実現するため、区民
　　　　　　　　主体の活動拠点を整備す
　　　　　　　　ることについて、以下の
　　　　　　　　取組みを行う。
　　　　　　　　ⅰ　交流施設の整備
　　　　　　　　　　少子化の進展に伴う
　　　　　　　　　統廃合により平成１７
　　　　　　　　　年３月に閉校となった
　　　　　　　　　学校跡施設（旧大明小
　　　　　　　　　学校）を文化芸術団体
　　　　　　　　　や生涯学習団体等が活
　　　　　　　　　動し交流する施設に転
　　　　　　　　　用し、地域コミュニテ
　　　　　　　　　ィ再生の拠点とする。
　　　　　　　　　当該施設は地域住民が
　　　　　　　　　組織する団体（ＮＰＯ
　　　　　　　　　法人いけぶくろ大明）
　　　　　　　　　に区が無償貸与し、当
　　　　　　　　　該法人がこれを自主管
　　　　　　　　　理・自主運営を行う。
　　　　　　　　　◎　当該交流施設を活
　　　　　　　　　　用し、活動場所の提
　　　　　　　　　　供を行うことにより、
　　　　　　　　　　利用する団体は年間
　　　　　　　　　　120団体、60,000人
　　　　　　　　　　を見込む。



　　　　　　　　　◎　当該地域に外国人
　　　　　　　　　　居住者が多いという
　　　　　　　　　　特性を活かし、在住
　　　　　　　　　　外国人を含めた区民
　　　　　　　　　　一般を対象する国際
　　　　　　　　　　交流イベント等を開
　　　　　　　　　　催することにより、
　　　　　　　　　　年間2，500人が異年
　　　　　　　　　　齢間、異文化間の交
　　　　　　　　　　流を行う。

　　　　　　　　　◎　池袋駅周辺繁華街
　　　　　　　　　　で開催されるイベン
　　　　　　　　　　トと連携し、バック
　　　　　　　　　　スペースとしての会
　　　　　　　　　　場を提供し、また、
　　　　　　　　　　利用者登録団体から
　　　　　　　　　　イベントへの参加者
　　　　　　　　　　を斡旋し、さらに地
　　　　　　　　　　域の住民にイベント
　　　　　　　　　　の周知を行うなどの
　　　　　　　　　　支援により、賑わう
　　　　　　　　　　まちの面的拡大を図
　　　　　　　　　　る。

　　　　　　　　　◎　区民が主体的に文
　　　　　　　　　　化芸術活動を行って
　　　　　　　　　　いけるよう、にしす
　　　　　　　　　　がも創造舎（旧朝日
　　　　　　　　　　中学校）と連携し、
　　　　　　　　　　講演会やワークショ
　　　　　　　　　　ップを開催するなど、
　　　　　　　　　　区民とアーティスト
　　　　　　　　　　が直接交流して文化
　　　　　　　　　　芸術に親しむ機会を
　　　　　　　　　　増やし、「多くの人
　　　　　　　　　　々が共に創りあげる
　　　　　　　　　　文化のまち」の裾野
　　　　　　　　　　を拡大する。
　　　　　　　　ⅱ　事業推進者の人材育
　　　　　　　　　　成
　　　　　　　　　　　大明小学校跡施設
　　　　　　　　　　を管理・運営するＮ
　　　　　　　　　　ＰＯ法人いけぶくろ
　　　　　　　　　　大明が、当該施設を
　　　　　　　　　　拠点として活動する
　　　　　　　　　　文化芸術団体、生涯
　　　　　　　　　　学習団体等や地域の
　　　　　　　　　　人たちとの交流事業、
　　　　　　　　　　親子で参加できる異
　　　　　　　　　　世代交流事業や在住
　　　　　　　　　　外国人との交流事業
　　　　　　　　　　等の企画、実施を通
　　　　　　　　　　して、自らが成長し、
　　　　　　　　　　事業推進者を発掘し
　　　　　　　　　　育て、さらなる事業
　　　　　　　　　　の担い手の育成を図
　　　　　　　　　　る。
　　　　　　　　ⅲ　モデルケースとして
　　　　　　　　　　の他地域への伝播



　　　　　　　　　　　まちづくりの一つ
　　　　　　　　　　の手法として、他の
　　　　　　　　　　地域にも当該地域再
　　　　　　　　　　生計画のノウハウを
　　　　　　　　　　応用していく予定で
　　　　　　　　　　ある。
　　　　　　　③　民間事業者と地方公共
　　　　　　　　　団体が連携協力して進
　　　　　　　　　める事業内容であるこ
　　　　　　　　　と

　　　　　　　　　豊島区では、地域全体
　　　　　　　　を「文化特区」と位置づ
　　　　　　　　け、区内のそれぞれの地
　　　　　　　　域において、多様な主体
　　　　　　　　による創造的な文化活動
　　　　　　　　が活発に行われ、それが
　　　　　　　　区民に享受されるととも
　　　　　　　　に、まちづくりや産業、
　　　　　　　　福祉、教育、環境、青少
　　　　　　　　年育成など諸分野の施策
　　　　　　　　とも結びついて、豊島区
　　　　　　　　全体が活力をもって発展
　　　　　　　　していく、「文化芸術創
　　　　　　　　造都市」の実現を目的と
　　　　　　　　している。

　　　　　　　　　そのため、大明小学校
　　　　　　　　跡施設を芸術文化創造活
　　　　　　　　動、生涯学習活動並びに
　　　　　　　　地域コミュニティ再生の
　　　　　　　　輪を広げていくための拠
　　　　　　　　点と位置づけ、ＮＰＯ法
　　　　　　　　人いけぶくろ大明へ無償
　　　　　　　　貸与したうえで、当該跡
　　　　　　　　施設の自主的な管理運
　　　　　　　　営を委ねる。
　　　　　　　　　区は、ここへ至るまで
　　　　　　　　の間、同法人と話合いを
　　　　　　　　重ねながら、大明小学校
　　　　　　　　跡施設を拠点としたプロ
　　　　　　　　ジェクトの骨組みづくり
　　　　　　　　を行ってきた。これから
　　　　　　　　も、同跡施設の事業計画
　　　　　　　　の立案、事業の実施に当
　　　　　　　　たって、同法人の要請
　　　　　　　　に基づき職員を派遣し、
　　　　　　　　指導、助言を行っていく。

                  また、賑わう街の面的
　　　　　　　　拡大を図るため、池袋駅
　　　　　　　　周辺繁華街で開催される
　　　　　　　　イベントの拠点の確保、
　　　　　　　　道路の使用手続きを行う
　　　　　　　　など周辺公共施設ほか公
　　　　　　　　的機関、関連機関との調
　　　　　　　　整を積極的に行い、事業
　　　　　　　　が円滑に進むよう積極的
　　　　　　　　に支援を行っていく。



           (3)　地域再生の観点から実施
　　　　　　　　される事業の効率的な実
　　　　　　　　施に当たり、廃校校舎等
　　　　　　　　の利用が必要であること

　　　　　　　　地域の団体が文化芸術を
　　　　　　　初めとする生涯学習活動や
　　　　　　　奉仕活動等を行うための場
　　　　　　　として学校校舎の各室は適
　　　　　　　当な大きさであり、体育館
　　　　　　　はスポーツや大規模な演劇
　　　　　　　の稽古の、防音の施された
　　　　　　　オーディオルームや工作機
　　　　　　　械の揃った図工室等特別教
　　　　　　　室は文化芸術活動の場とし
　　　　　　　て適している。
　　　　　　　　さらに、地域住民や利用
　　　　　　　者団体等が集い、表現、学
　　　　　　　習、交流しながら地域文化
　　　　　　　を創造する空間としては、
　　　　　　　学びの場であり、地域コミ
　　　　　　　ュニティの拠り所であった
　　　　　　　学校施設は最適な場所であ
　　　　　　　る。
　　　　　　　　旧大明小学校は、災害時
　　　　　　　に地域の救援センターとし
　　　　　　　て周辺６町会（池袋三業町
　　　　　　　会・池袋二丁目恵比寿町会
　　　　　　　・池袋仲町会・池袋二丁目
　　　　　　　南町会・池袋三丁目北町会
　　　　　　　・池袋三丁目親交町会）の
　　　　　　　避難所にもなる、そして、
　　　　　　　都市計画道路予定地から至
　　　　　　　近の距離にあり、今後のハ
　　　　　　　ード整備の面からのまちづ
　　　　　　　くり活動の拠点となり得る
　　　　　　　ことから、これからのまち
　　　　　　　の在り方を考えていく上で
　　　　　　　も重要な拠点となる場所と
　　　　　　　言える。
                また、当該大明小学校跡
              施設では、地元町会と協力
              ・連携したイベントの開催
              など、施設のスペースを有
              効活用した交流事業等の実
              施によって、地域コミュニ
              ティの活性化に向けた効率
              的な取組みが可能となる。
                したがって、地域再生の
              観点から実施される事業の
              効率的な実施には欠かせな
              いものである。
           (4)　同一地方公共団体におけ
                る無償による転用である
                こと又は他の地方公共団
                体若しくは民間事業者に
                対して廃校校舎を無償貸
                与すること



　　            廃校校舎を文化芸術創造
              ・地域コミュニティ再生の
              拠点として、ＮＰＯ法人い
　　　　　　　けぶくろ大明に無償貸与す
　　　　　　　るものである。

　　            なお、経費については、
              光熱水費を初めとする施設
              管理維持経費と事業運営費
　　　　　　　を利用者及び同法人の自己
　　　　　　　負担により賄うものとする。

　　　　５－３　その他の事業
（　略　）


